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秋田県では平成 20 年 4 月に「秋田県がん対策推進計画」をスタートさせ，行政，県民，関係団体等

が一体となって，がん予防のための啓発普及，早期発見体制の強化等を推進してきている。このよう

な中で当センターでは，子宮頸がんを取り上げ，本県の子宮頸がん検診受診率向上のためにフォーカ

スグループインタビュー法を用いて，若い女性の子宮頸がん検診に関する意識調査を行った。今回，

子育てママ，会社員，大学生の 3 グループを対象に調査を実施した。その結果，集団検診を受けたい

という希望が 3 グループともに多かった。また，子宮頸がん及び子宮頸がん検診について知らないと

いう人が会社員や大学生では多かった。早期からの健康教育の重要性については，3 グループともに

同様の意見を述べていた。無料クーポン券については子育てママ層では好評であるものの，会社員，

大学生での利用は不十分であった。今後は，集団検診及び医療機関検診の充実を図り，若い女性が受

診しやすい，時代に合わせた検診の社会環境を整えていくことが必要と考えられた。また，早期から

の健康教育が重要であり，若い女性が関心を持ち受診行動につながる啓発普及及び広報の強化を推進

していくことが大切である。更に無料クーポン券により健康意識の醸成を図り，その確実な利用につ

なげることが大切であると考えられた。  
 
1．はじめに 

秋田県の平成23年の死亡状況をみると，悪性

新生物（以下，がん）による死亡が4,044人と最

も多く，その死亡率 377.2（人口10万対）は，全

国の283.2よりかなり高い状況にある1) 。本県で

は平成20年4月に「秋田県がん対策推進計画」を

スタートさせ，行政，県民，関係団体等が一体

となって，がん予防のための啓発普及，がん検

診受診率の向上，がん医療・相談支援体制の充

実等の総合的ながん対策に取り組んできている
2) 。また，がん検診推進事業では，国が目指す

がん検診受診率50％の達成3) を目標とし，各市

町村から無料クーポン券を送付し受診の促進を

図る等の取り組みが行われている。 
国立がん研究センターがん対策情報センター

の統計によると，近年日本における子宮頸がん

の罹患率は20歳代後半から30歳代後半でピーク

を迎えている 4) 。子宮頸がんの罹患要因にヒト

パピローマウイルス（HPV）の感染があげられ，

性交経験の低年齢化に伴い20歳代の発症率の上

昇が問題になっている 5) 。このことから，厚生

労働省は2004年4月に子宮頸がん検診の開始時

期を20歳に引き下げて，定期的な受診の必要性

を謳っている 6) 。検診率をみると，日本では子

宮頸がん検診の受診率が23.7%と，欧米欧州諸国

（70～80%以上）と比較して低い状況にある7) 。 
欧州では10代の頃からかかりつけの産婦人科

医がいて，その医師や母親が女性の健康教育に

重要な役割を果たしており，性交体験の有無に

関わらず，検診を受けるのは当たり前のように

考えられている7) 。一方，本県の平成23年度の

子宮頸がん検診受診率は22.6％と全国の23.9％
をやや下回っており8) ，国が目指す受診率50%に

は遠い状況にあり，受診率向上が，がん対策に

おける一つの課題となっている。 
このような中で当センターでは，生活習慣病

予防に関する調査研究として子宮頸がんを取り

上げ，子宮頸がんの早期発見のための検診受診

率の向上を目指した研究を行った。特に，これ

からの世代を担う若い女性の検診が鍵を握ると

考え，20歳から39歳までの女性を対象に，子宮

頸がん検診に関する意識調査を行った。方法と

してはフォーカスグループインタビュー法 9,1 0)

を用い，サービスの主体である住民の生の声を

直接聞くことによる質的なデータを収集分析し，

検診対象者の考えや受診を妨げている要因及び
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課題を明らかにすることを試みた。今回は，子

宮頸がん検診に関する若い女性の意識について

調査し分析した結果を報告する。  
 

2．方法 

2.1 対象     

秋田県内 3 地区の 20 歳～37 歳までの女性 

（平均年齢 26.0 歳）28 名  
＊子育てママグループ（以下，ママ）：A 市に

在住する 27 歳～37 歳までの女性 7 名   
＊会社員グループ（以下，会社員）：B 社に勤

務する 24 歳～34 歳までの女性 7 名   
＊大学生グループ（以下，大学生）：C 校に在

学する 20 歳～21 歳までの女性 14 名 
平成 24 年 2 月に，各会議室及び教室で実施した。 
 

2.2 方法 

2.2.1 事前準備 

①対象者選定  
a.事前に A 市，B 社，C 校の保健師及び教諭へ

本研究の趣旨を説明し，フォーカスグループ

インタビューへの協力依頼をした。  
b.その際，パンフ「関係機関へのフォーカスグ

ループインタビューの協力のお願い」を活用

した。  
c.保健師及び教諭が，パンフ「参加者の皆様へ

のお願い」を用いて参加者を募った。  
d.フォーカスグループインタビューの趣旨を理

解し，同意の得られた者を対象者とした（同

意書提出）。    
②スタッフ用資料として「子宮頸がん検診受診

率向上に関するフォーカスグループインタビ

ュー（FGI）の手引き」を各グループに合わせ

て作成した（資料：手引きの一部を抜粋）。    
 

2.2.2 フォーカスグループインタビューの実施 

①フォーカスグループインタビューの手引きに

基づき，司会者（執筆者）の進行により約 90
分間のデータ収集 11) を行った。  

②導入のために「自己紹介カード」及び「子宮

がん○×クイズ」を活用した。  
③司会者は，参加者が自由に発言し，かつ効率

よく討議が進むよう時間配分に留意した。  
 

2.2.3 発言内容の録音     

参加者の承諾を得た上で，会話を 2 台の IC レ

コーダーに録音した。  
 

2.2.4 フォーカスグループインタビューの 

テーマ「子宮頸がん検診の受診率をアップさせ

るには！」 

インタビューの質問項目は次のとおりである。

①子宮頸がんに関する受診者の行動  
②子宮頸がんに関する未受診者の行動  
③子宮頸がん及び子宮頸がん検診に関する  

情報，啓発  
④子宮頸がん検診に関する社会環境整備  
 

2.2.5 発言内容をデータ化し逐語記録を作成 

発言内容を「フォーカスグループインタビュ

ー逐語記録と分析シート」に入力し電子データ

化した。 

 

2.2.6 データの整理と分析 

データ（発言内容）を整理し，分類表にそっ

て重要アイテム（意味のある項目）を抽出し，

重要カテゴリー（見出し）に体系化し，質的分

析 10) を行った。  
 

2.2.7 報告と公表    

グループ別の報告書を作成し各協力機関へ送

付した。全体の報告書を関係機関へ送付し当セ

ンターのホームページ上に公表した。  
 

2.2.8 倫理的配慮 

参加者には文書及び口頭にて，子宮頸がん検

診受診率向上のための意識調査を，フォーカス

グループインタビューの手法を用いて行うこと

を説明した。実施にあたりインタビュー内容を

録音し，それを逐語録にすることについて，ま

た，個人情報を保護するため氏名を表記しない

ことを約束し参加者の同意を得た。  
 

3. 結果   

結果は参加者の生の言葉をできるだけそのま

ま用いて記述する「記述分析法」とした。また，

複数意見や類似した言葉は統合して分析した。  
子宮頸がん検診の受診歴については，子育て

ママグループでは 7 名全員が受診有，会社員グ

ループでは受診有 4 名・無 3 名，大学生グルー
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プでは受診有 3 名・無 11 名であった。 

 

3.1 子宮頸がん検診に関する受診者の行動 

＊無料クーポン券による受診 

ママ：無料クーポン券でたまたまタイミングよ

く受けられた。ラッキーだった。  
ママ：5 歳毎の無料クーポン券をもっと増やし

ていけば，受診する人は徐々に増えていくと思

う。 
大学生：無料クーポン券が届きそれを利用して

受診した。（大学生では 8 人に届き，3 名が受

診した）。  
＊妊婦健診による受診   

ママ：子宮頸がん検診を初めて受けたのは 25 歳

（他には 26 歳，29 歳）で妊婦健診の時に受け

た。ついでにやった方がいいと医師が言うので

受けた。  
ママ：妊娠を望んだ時に産婦人科で受けて，そ

の後は妊婦健診で受けた。 
ママ：結婚をきっかけに受けた。妊娠をきっか

けに受けた。特に抵抗なかった。  
＊家族・友達等の勧め   

ママ：親や周りから受けた方がいいよ，と言わ

れて受けた。子どもはその時は親に見てもらっ

た。 
会社員：初めて受けたのは 2 年前。友達と婦人

科系の話になることがあって，二人で相談して

受けてみた。  
大学生：みんなが受けるなら受けた方がいいか

なと思う。自分だけだったら受けたい気持ちは

半々。  
＊定期検診，予防のため   

会社員：結婚してからは，子供が欲しいことも

あって産める身体でいたいなと思って，真面目

に定期的に受けている。最初の妊娠から定期的

に毎年受けている。  
会社員：検診の時期を忘れそうになるので最初

に受けたのが 7 月だったから，私は 7 月は検診

を受ける月間って自分で決めている。  
＊職場検診で   

会社員：前の会社では，検診車が来ていたので

集団検診で受けた。  
会社員：職場でみんなやるから私もやろうって，

感じ。  
会社員：検診の時になってしまえば覚悟が決ま

る。 
＊自覚症状で医療機関受診時   

会社員：23 歳の時に生理が急に多くなって不正

出血みたいな感じで，産婦人科を受診した。そ

の時に一緒に婦人科検診受けたほうがいいんじ

ゃないですかって，医師に言われて受けた。  
会社員：私は最初，婦人科系の不調があったの

で行くようになった。実際，受けるのにもあん

まり抵抗ない。何回も受けたので。  
 
3.2 子宮頸がん検診に関する未受診者の行動 

＊面倒くさい，億劫だから，何となく 

会社員：入社した直後は面倒くさくて行かなか

った。  
会社員・大学生：正直，面倒くさい（複数人が

同意見）。  
会社員：面倒くさがりだから，最初の一回をど

う受けるかがハードルとしてある。  
＊怖いから   

会社員・大学生：子宮がん検診って何をやられ

るかが分からない。だから行きたくない。ちょ

っと怖い。  
＊忙しいから   

会社員：忙しくて予定もわからない部署にいた

こともあるので・・。やらなきゃいけないんだ

ろうなと思いつつやってない。  
大学生：年末は学校が忙しくていけなかった。  
＊自分のスケジュールに合わない。タイミング

を逃した   

会社員：無料クーポン券がちょうど去年届いた。

1 年位の有効期限あったが，油断していて受け

られなかった。  
会社員・大学生：友達が行くなら自分も行こう

と思っていたが，タイミングがあわず行かなか

った。  
＊自分のことだと思わない   

会社員・大学生：自分のことだと思ってない，

というのにちょっと反省している。  
＊忘れてる   

会社員・大学生：30 歳の時に秋田市から無料ク

ーポン券をもらっているはずなんですけど，今，

E さんが言って初めて思い出したくらい。そう

いえばもらってたなという感じ。  
 
3.3 子宮頸がん及び子宮頸がん検診に関する 
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情報，啓発 

＊子宮頸がん検診の知識の有無，内容  
ママ・会社員：「まさか自分が！」という思い

がどこかにあって，どこか人ごとの気がしてい

る。 
会社員・大学生：「子宮頸がん検診は二十歳過

ぎてから！」っていう意識がなくて，今，話を

聞いていて二十歳からこんなに増えているのか

とびっくりした。  
会社員・大学生：ちゃんと受けなきゃいけない

んだよ，っていう情報が 20 歳代のうちに欲し

い。今まで公の場でそういう話を聞く機会がな

かった。  
会社員：最近やっと乳がんのコマーシャルとか

見るようになったけど，まだ子宮頸がんってあ

んまり見ない。触れにくい話題ではあるんでし

ょうけども子宮がん検診の情報をもっと知りた

い。 
会社員：乳がんの場合は，進行するとおっぱい

とらなきゃいけないみたいなイメージがあっ

て，やばい。子宮頸がんなら「私，別に子供い

らないから関係ないわ！」とかちょっと思った

りして。  
会社員：子宮頸がんって見えないし，軽く見て

しまう。  
大学生：実際かかった人から話を聞けると，リ

アルな感じで大変さとかの実感が持てると思

う。 
＊子宮頸がん検診の情報の有無，内容，提供 

方法 

ママ：プライベートな事だから，広報で「中学

生にワクチン接種するようになった」のを見て

それで終わり。人と話すような話題ではない。  
ママ：「早期発見で簡単に治せますよ」という

と，どうせかかっても簡単に治るんだと，軽く

考えて，逆効果でないか。 
ママ：確かに，早期発見で治ると言われると，

心配しないよなぁ。  
ママ：早く見つかれば治る，はなんとなく危機

感ないし，心配しないことにつながるのでない

か。 
ママ：ママさん達が行く所（例子育てサークル

等）にでも，市の検診受けた中から，何人見つ

かりましたという身近な情報を貼っておけば見

ると思う。ちょっと怖いんだけどね。  

会社員・大学生：何をされるのかと，どれくら

い時間がかかるのか。そういうことが分かれば，

ある程度予定も立てやすいし心の準備もでき

る。 
大学生：二十歳になったら検診を受ける事を知

らなかった。無料クーポン券で知った。  
会社員・大学生：検診で具体的にどういうこと

をするのかという資料はクーポン券には入って

こなかった。  
＊啓発・広報の方法，インターネット 

ママ：周りで子宮頸がん検診へ行く人がいる，

というクチコミの影響が大きい。  
ママ：気になる時にネットで調べる。ホームペ

ージで検索できるのが，若い人達には便利がい

い。 
会社員：「何月は何とか月間」，「この月は皆

さん，検診を受けましょう！」のようなアピー

ルをするのもいいかな，と思う。  
会社員：20 歳代だと声かけるのがかえって悪い

かなと思ったりして，私も遠慮してたなぁ今ま

で。（保健師）  
＊教育方法，子どもや親の意識，母子手帳 

ママ・会社員：親が子宮頸がん検診を受けさせ

るような態勢を作る。予防接種のように受けて

当たり前という態勢を作る。 
ママ・会社員：親子で一緒に受ける。大きくな

ったらお母さんと一緒に受ける。  
ママ：母子健康手帳に子宮頸がん検診の欄があ

れば意識は変わる。小さい頃からそういうもの

だ，と意識を高めるとありふれたことになる。

そうすることで 20 歳代になった時に，母子手帳

にあったなと，抵抗なく受けいれやすい。  
会社員：親は「検査はすぐ終わるし，受けるも

のだ」と，娘に強引にすり込んでおくのが大事。 
大学生：高校生だとその前に経験しちゃう人も

いるので，その前に知っておいた方がいいと思

う。 
＊自分のことだと思わない，関心ない 

会社員：子宮頸がんって言葉聞いたことあって

も，自分にも関わるんだって全然分かんなかっ

た。 
会社員・大学生：自分自身で子宮頸がんが分か

らず，まだそんなにがんというものに，ぴんと

きていない。身近な問題だととらえていない。  
大学生：自分から進んで受けたいって気持ちに
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はなってない。半強制的になら受けるかも。  
 
3.4 子宮頸がん検診に関する社会環境整備 

＊子宮頸がん検診の日程，時間   

ママ：自分で予約して医療機関に行くよりは，

市で決められた日に受ける方がいい。病院の予

約も意外に面倒だ。  
ママ：時間をかけずに地元で受けられるのもい

い。 
ママ：子宮頸がん検診を毎週でなくても土日ど

こかでやってくれたら，託児に預けなくても主

人に子どもを預けて検診を受けられる。  
ママ：検診時間の 12 時から 13 時は，子どもが

眠くなる時間帯なので困る。 
会社員・大学生：貴重な休みに検診に行くのも

嫌だなぁって感じ。  
会社員・大学生：検診の期間が長すぎると逆に，

「あとでもいいやっ！」となっちゃうので，「こ

の期間なら夜遅くまでとか，土日もやります」

とか期間限定であれば，帰りに行くとか朝ちょ

っと寄ってくとかできる。「サービス期間」的

な，そんな検診があればいい。  
大学生：できれば 18 時頃までやっていてもらえ

ると助かる。学生タイムみたいな検診があれば

いい。  
会社員・大学生：土日に，すぐ終わる検査のた

めに，わざわざ着替えて出かけたくないし。土

日よりは，平日遅くまでやっていて欲しい。  
＊子宮頸がん検診の会場，地区   

ママ：デパートだったら，家族で買物に行った

時に，主人に子どもを預けて検診を受けられる。 
ママ：「△△」がいい。遊ぶ所もあるし。しか

し，検診バスはちょっと離れた所においてほし

い，さすがに正面は嫌だなぁ。  
会社員：この職場の近辺には検診車を置くスペ

ースもあるし，「□□地区で子宮頸がん検診を，

何日から何日までやりますよ」というように増

やしたらどうか。   
会社員：B 社ひとつの会社のため，ということ

ではなく，近辺の会社の方々等を，広く対象と

したらどうか。  
＊託児，家族の協力   

ママ：託児があれば気軽に市の子宮頸がん検診

が受けられる。  
ママ：託児の予約の連絡をするのが煩わしい。

予約しないでパッと行って，パッと見てくれる

のがいい。  
ママ：託児とか受ける方の希望に配慮して，整

っているんだったら，身近な所（地元）で受け

られるメリットはある。  
ママ：託児付き検診なのはとても魅力です。  
ママ：夫の協力，大丈夫，あります。  
＊集団検診   

ママ：バスで受けた。医療機関に行く時間がと

れなかったから。おばちゃんばっかりだった。  
ママ：すっごく，浮いている。20 歳代，30 歳代

の若いお母さんたちは，数えるほどしかいなか

った。  
ママ：バスで受ける時，「20 歳代から 30 歳代

限定」というように，年代別で日にちが分かれ

ていれば，行きやすくなると思う。  
ママ：「子育て世代限定！」とか，いいかもね。 
ママ：確かに若い世代限定だと，雰囲気は良く，

行きやすくなるね。  
会社員：検診バスでも一人ずつ別々なのでいい。

前の会社でも検診車が来て受けていたので，別

に抵抗はない。  
会社員：会社員は集団検診がいいと思う。  
会社員：自分だけだと行かなきゃな，と思うの

と同時に面倒くさいなと思う。だから集団検診

がこの先あったら利用するだろう。  
会社員：職場や地域で検診を受けられる機会増

やしてもらえればいい。最初の１回目を集団で

やっちゃえば後は自分の好みで，集団に行った

り，個人で病院探して行ったりとか。最初の入

口が肝心でその後はいろんな形があっていいか

な。 
大学生：学校健診でみんなが受けるのだったら

自分もやる。受けやすいし。 
＊医療機関検診   

ママ：病院の予約が満杯で，ずっと先の予約に

なりそうだったので，目処がつかないのでやめ

た。 
ママ：出産した病院でずっと検診を受けている。

そこは予約もいらない。混んでいなければ 15 分

位で終わる。  
ママ：私はこれからも個人病院で受けるかな？

バスでの検診だと，ちゃっちゃっとやって終わ

り，という感じがするので，医療機関検診がい

いという感じがする。  
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会社員：自分で病院を探して自分で予約をして，

もし平日だったら会社にも言わなきゃいけない

し，かなりいろんなステップを踏まなきゃいけ

ない。だから面倒だ。  
＊産婦人科・医師   

ママ：産婦人科に行くというのは，若い人達に

は抵抗があると思う。結婚していない女性が産

婦人科にいくのは，勇気がいること。  
ママ：予防接種や子宮頸がんワクチンとセット

で，子宮頸がん検診も受けるようになればいい。 
ママ：婦人科と内科が一緒になっている病院が

もっと増えるといい。小さい時からかかってい

ると連れて行きやすいし，検診も受けやすい。  
ママ・会社員・大学生：先生が男性だというの

が嫌だ。女性のお医者さんがいるところがいい。 
ママ・会社員：私はいつも行っている所なので，

男性でもいい。初めて行く時は確かに抵抗ある

と思う。  
ママ・会社員：先生の性別じゃないのでうまい

先生に行った方がいいと思う。私も以前は性別

重視で絶対男の先生は嫌だったんですけど・・。 
＊検診料   

ママ：個人医で受けた時は 3～5 千円かかった。

去年は無料クーポン券がきたのでラッキーだっ

た。 
大学生：お金かからないのがいい。無料がいい

（大学生グループは全員）。 
＊無料クーポン券   

会社員：去年，25 歳で秋田市の無料クーポン券

がきたが，結局受診できなかったので，この思

いを絶対に伝えたいと思って今日参加した。  
会社員：すごい混んでて，無料クーポン券の締

め切り間際だったので，待ち時間もすごい長く

て，大変だった。  
会社員：なかなか都合が合わなくて，次次って

言っている間に，クーポン券の期限が終わって

しまった。  
会社員：無料クーポン券の期限は「誕生日から

前後 2 ヶ月」とか「もうちょっと期間短い方」

が，逆に行かなきゃっていう気になるのかなと

思った。  
会社員：無料クーポン券が送られてきて，二十

歳で受けなければいけないと知った。結構お金

かかるから，無料クーポン券で受けた方がいい

と思って受けた。  

＊受診しやすい（職場）環境，制度等 

会社員：この時間のこの場所に行ってください

って，会社側から言ってくれてると，受けなき

ゃという意識になる。  
会社員・大学生：強制的に，「この日に行きな

さい」とか「行こうよ」と言ってもらった方が

行くと思います。  
会社員：まず会社で検診をやっちゃうといい。

「皆で受けるぞ」という気持ちが高まる。  
会社員・大学生：自分では時間が確保しずらい

ので。会社（学校）のお膳立てというか，やっ

てもらえればいい。  
会社員：今，忙しい部署にいるので，貴重な土

日の休みを潰したくない。できれば出勤日に，

上司から「会社の方針として受けることになっ

てるから，その時間は行って来い。」と言われ

た方がいい。平日の検診の時間が確保されるの

であれば行きたい。  
会社員：働き盛りで忙しい人ばっかりなので，

会社の方でやってくれないと受けないでしま

う。ましてや小さい会社だと，検診ができない

と思う。県とかから働きかけをしてくれると，

会社の方でも気運が高まるのでないか。  
 

4.考察 

参加者から得られた内容を総合的に検討し主

な対策について考察した。 
4.1 集団検診及び医療機関検診の充実について 

「集団検診を受けたい」という希望が 3 グル

ープともに多かったことは意外な結果であっ

た。プライバシーが尊重される時代でありなが

ら，それよりも時間が優先され忙しい時代だか

らこそ身近な所で検診を受け，自分の時間を効

率的に使いたいという意識の現れと思われた。

河合らは，職場検診は子宮頸がん検診を受診す

るよい機会になっている。自分の健康管理とし

て受診する者も多く，健康への関心の高さが受

診行動を高める要因になっている 12) と報告し

ている。また，子宮頸がん検診の初受診や定期

受診を促すうえで，自治体や職域での検診の実

施は重要な役割を果たしていることが確認され

ており 13) ，今後は，地域，職場，学校等におけ

る集団検診並びに医療機関検診の充実を図り，

若い世代の女性が受診しやすい，時代に合わせ

た検診の社会環境を整えていくことが大切である。 
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以下に今回の研究から得られた具体的な対策

案を提示する。  
＊地域においては，  既存の検診を元に，子育

てママさん検診，若い女性限定検診，予約なし

託児付検診，遊びついで・買物ついで検診等の

ように，若い女性に配慮（ターゲットに）した

検診を工夫し，地元や身近で気軽に受けられる

メリットをアピールし，地域に密着した柔軟な

検診体制を整備していくことが望ましい。  
＊職場や学校においては，平日の集団検診の増

大や，経営者の意識を高め企業が自社の女性職

員の検診を勧奨する等，組織（職場，学校等）

全体の方針として受診を推奨することにより，

多くの女性が受けやすくなるような社会環境

を整えていくことが望ましい。  
＊医療機関検診においては，平日夜遅くまで検

診可能な医療機関の設定や，またその検診期間

の設定，仕事や学校帰りに気軽に受けられる

「仕事帰り検診」，「学生タイム検診」等，よ

り時代に合わせたサービスを盛り込み，受診者

の拡大を図ることが望ましい。  
 
4.2 啓発普及・広報の強化について 

子宮頸がん及び子宮頸がん検診について知

らないという人が会社員や大学生では多かっ

た。知らないから受けないという人も複数人

いた。このことは，子宮頸がんの知識や制度

を知らない人の方が受診行動に至っていない
12,14) ことと一致していた。また，今回の調査

では，早期からの健康教育をすることの重要

性について 3 グループが同様に述べていた。 

川本は，思春期の認識により，将来の検診行

動意向を生む可能性が示唆されることから，

子宮頸がんが自分に無関係な病気ではないこ

とをできるだけ早い段階で認識させるべきで

ある 15) と述べている。今後は，若い女性への

早期からの健康教育及び啓発普及，広報の強

化を図ることが大切である。 
具体的な対策案として  

＊母子健康手帳の活用や予防接種の機会を利

用して，本人と母親への啓発を早期から働きか

けていくことが大切である。 

＊中高校生や 20 歳代の思春期から青年期にか

けて，教育現場での情報提供や啓発する機会を

度々設けることが望ましい。 

＊結婚や妊娠時の医師等の勧めが受診につな

がっていることから，保健・医療従事者等の専

門家の協力により，子宮頸がんの情報提供及び

受診勧奨を行うことが大切である。  
＊子宮頸がん検診の内容，方法，所要時間等，

受診行動につながるより具体的な情報を提供

する。しかし，過剰な恐怖心や，逆に安易な考 
えを持たないような工夫も必要である。  
＊子宮頸がんを自分自身の問題としてとらえ  
られるよう，より身近な罹患データや情報を県

民の目に触れやすい場所に掲載する。かつ広報 
やホームページ，携帯電話等の様々な情報手段 
により，県民がより利用しやすい情報提供を心 
がけることが必要である。 
＊「若い女性も地元で検診を受けた」というク

チコミが検診受診に大きく影響するため，集団

検診を好印象につなげるための工夫や実績づ

くりが大切と思われる。  
 
4.3 無料クーポン券の継続と充実について 

無料クーポン券は子育てママ層では好評であ

るものの，会社員，大学生での利用は不十分で

あった。野口らは，検診無料券に受診場所の指

定や期限があることから無料券を使って受診で

きず諦めてしまう者も少なくない 16) と述べて

おり，このことは本研究でも同様に見られてい

た。また，無料券が配布されるだけでは認識は

まだ薄く定期的に注意喚起を行っていくことが

必要である 16) と報告しており，今後は無料クー

ポン券の確実な利用と健康意識を育む重要なツ

ールとして考えていくことも大切と思われる。  
具体的な対策案として  
＊県民の経済的負担を軽減するためにも無料ク

ーポン券は有意義であることをアピールし，今

後も無料クーポン券の継続と利用しやすいサー

ビスを工夫していくことが必要である。  
＊初めての検診が鍵を握ることから，20 歳から

30 歳代の若い女性が関心を示す具体的な情報を

無料クーポン券に盛り込み，確実な受診行動に

つなげていくことが大切である。  
＊「二十歳で検診を受ける！」ことを無料クー

ポン券で初めて知る人も多いことから，無料ク

ーポン券を検診受診につなげる意識醸成の一つ

のツールと考え，確実な利用につなげることが

大切である。  
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5.まとめ 

1．集団検診及び医療機関検診の充実を図り，若

い女性が受診しやすい，時代に合わせた検診

の社会環境を整えていくことが必要である。  
2．早期からの健康教育が重要であり，若い女性

が関心を持ち受診行動につながる啓発普及及

び広報の強化を，関係機関と連携をとり推進

していくことが大切である。 
3．無料クーポン券により健康意識の醸成を図る

とともに，確実な利用につなげることが大切

である。  
最後に，フォーカスグループインタビュー終

了後の大学生の感想から，木下 17) の報告にある

ように，参加者同士が意見を交わすことにより，

子宮頸がんや検診受診行動に対する新たな気づ

きや，考え方の変化があったことが分かった。

そして，今回の調査でもフォーカスグループイ

ンタビューへの参加そのものが，子宮頸がんを

理解し検診受診行動へ影響を及ぼす可能性があ

ることが示唆された。  
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資料 子宮頸がん検診受診率向上に関するフォーカスグループインタビュー（FGI）の手引き 
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